
短期特別課題 千字文を学ぶⅡ

三
体
千
字
文
を
書
く
（
25
）

　
　
　
　
　
　
　締
切
り

　一
月
二
十
五
日
（
必
着
）

−  4  −

◆ 

硬
筆
の
専
門
誌
だ
っ
た
大
書
心
に
一
般
毛

筆
部
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
六

(

一
九
八
一)

年
四
月
の
こ
と
で
す
。

◆ 

「
三
体
千
字
文
」
課
題
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

憲
照
先
生
の
穏
健
中
正
で
気
品
の
あ
る
手

本
が
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

◆ 

短
期
特
別
課
題
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年

一
月
か
ら
二
年
間
学
び
ま
し
た
が
、
今
回

は
そ
の
続
き
で
す
。

◆ 

原
点
に
返
っ
て
、
基
本
用
筆
と
正
し
い
崩

し
方
を
し
っ
か
り
学
び
ま
し
ょ
う
。

〔
千
字
文
〕

　四
言
古
詩
二
五
〇
句
、
重
複
し
な
い
千
字

か
ら
な
っ
て
お
り
、
聖
徳
・
修
養
・
修
身
・

斉
家
等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
習
字
手
本
で

あ
り
、
初
学
者
の
教
科
者
で
も
あ
っ
た
。

　梁
り
ょ
う

の
武ぶ

帝て
い

（
在
位
五
〇
二
〜
五
四
九
）
の

命
を
受
け
、

周
し
ゅ
う

興こ
う

嗣し

が
王お

う

羲ぎ

之し

の
筆
跡
中

か
ら
ま
と
め
た
と
い
わ
れ
る
。

〔
解
説
〕

　弔
チ
ョ
ウ

民ミ
ン

伐バ
ツ

罪ザ
イ

　周
シ
ュ
ウ

發ハ
ツ

殷イ
ン

湯ト
ウ

　
　民
を
弔

あ
わ
れ

み
、
罪
を
伐う

っ
た
の
は
、

　
　周

し
ゅ
う

の
武ぶ

お

う王
や
、
殷い

ん

の
湯と

う
お
う王

で
あ
っ
た
。

奥

　村

　憲

　照

　先

　生

　書

▼ 

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
判
（
二
五
七
㎜
×
一
八
二
㎜
）
以

下
の
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。
用
具
は
自
由
で
す
。

（
黒
色
に
限
る
）

▼ 

毛
筆
部
＝
半
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。（
筆
ペ
ン
可
）

▼ 

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・

毛
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

□□ 作品の出し方

▼ 

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・

硬
筆
規
定
の
成
績
（
毛
筆
の
場
合
は
毛
筆
漢
字
の

成
績
）
を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼ 

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に

掲
載
し
ま
す
が
、
成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま

せ
ん
。



一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　1 月25 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕

岡
おか

　田
だ

　龍
りゅう

　芳
ほう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　谷
たに

　清
せい

　城
じょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  5  −

★
満
は
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　『
書
経
』

　中
国
の
古
典
、
五
経
の
一
つ
。

　

｢

満｣

は
慢
心
の
こ
と
。
た
と
え
立
場
が

上
で
、
能
力
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
人
を
見

下
す
よ
う
な
態
度
で
は
、
人
の
反
発
を
招
く

だ
け
で
す
。
む
し
ろ
謙
虚
な
姿
勢
で
接
し
た

な
ら
ば
、
人
望
を
集
め
、
よ
い
関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
む
こ

と
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
２
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　音
に
聞
く
と

　見
る
時
と
は

　何
事
も
変
わ
る
も
の

★
知
・
仁
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　

 『
中
庸
』

　中
国
、
儒
教
の
経
書｢

四
書｣

の
一
つ
。

　

｢

知｣

と
は
深
い
読
み
の
で
き
る
能
力
、

も
の
ご
と
を
適
切
に
処
理
で
き
る
能
力
の
こ

と
。｢

仁｣

は
思
い
や
り
、｢

勇｣

は
勇
気
、

決
断
力
で
す
。

　

｢

達
徳｣

と
は
徳
の
中
の
徳
。
こ
の
三
つ
の

徳
こ
そ
が
、
厳
し
い
現
実
を
生
き
て
い
く
上

で
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

◆
２
月
課
題
予
告
（
行
草
ま
た
は
草
書
）

　
　運
命
に
従
順
な

　
　人
間
の
姿
は

　
　奇
妙
に
美
し
い
も
の

　▼
教
範
・
書
範
＝
行
書

　▼
師
範
＝
楷
書

　 ▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
楷
書
」
で
、
師
範
は
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

◎ 

今
月
は
行
書
。
楷
書
と
並
ん
で
最
も
日
常
的
に
使
わ
れ
る
書
体
。
楷
書
を
速
書
き
し
た
の
が
行
書
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
歴
史
的
に
行
書
が
先
に
出
来
、
後
か
ら
楷
書
が
完
成
し
た
。
行
書
の
方
が
先
輩
で
す
。

（

た

っ

と

く

）

　ま

　ん

　
　
　そ

　ん

　
　ま

ね
（
く
）

　
　け

　ん

　
　

 

え

　き

　
　

 

う
（
く
）



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　1 月 25 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

大
おお

　宮
みや

　春
しゅん

　兆
ちょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　宮
みや

　春
しゅん

　兆
ちょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙
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〔
句
意
〕
満
山
雪
に
お
お
わ
れ
た
白
一
色
の

山
中
に
、
突
如
と
し
て
猟
銃
の
音
が
響
き

渡
っ
た
。
そ
の
音
響
は
長
く
こ
だ
ま
と
な
っ

て
、
い
つ
ま
で
も
雪
山
を
は
い
ま
わ
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

〔
古
筆
参
考
〕

◆
２
月
課
題
予
告

　勇ゆ
う

気き

こ
そ
地ち

の
塩し

ほ

な
れ
や
梅う

め

真ま

白し
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中な

か

村む
ら

草く
さ

田た

男お

）

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

雪
山
を
は
ひ
ま
は者

り
ゐ
る類

こ
だ多

ま万

か可

な奈

雪
山
を
は
ひ非

ま
は者

り
ゐ
る類

こ故

だ多

ま万

か
な奈

非ひ者は類る故こ多た奈な 雪ゆ
き

山や
ま

を
は
ひ
ま
は
り
ゐ
る
こ
だ
ま
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
飯い

い

だ

だ

こ

つ

田
蛇
笏
）



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

締
切
り

　一
月
二
十
五
日
（
必
着
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　簗や

な

　瀬せ

　舟
し
ゅ
う

　香こ
う

　書

〔古筆参考〕

香
こう

　紙
し

　切
ぎれ

−  7  −

〔
歌
意
〕
今
朝
見
る
と
、
山
に
霞
が
か
か
っ

て
い
る
。
待
ち
に
待
っ
た
春
が
、
大
空
か
ら

や
っ
て
来
た
の
だ
。

〔
出
典
〕
金き

ん

槐か
い

和
歌
集

〔
解
説
〕

　
　
　て

い
し
の
院
の
う
た多

あ
は者

せ
に二

　
　
　
　
　
　
　つ徒

ら
ゆ遊

き起

花
み身

つ
ゝ
を
し
む
か可

ひ日

な
く
今
日
見
れ

ば者

ほ
か可

の
春
と
や
あ
す
は盤

な奈

り利

な奈

ん

・ 

㋑
と
㋩
、
㋺
と
㋩
、
㋑
と
㋥
、
㋺
と
㋥
そ

れ
ぞ
れ
呼
応
。

・

●
行
の
中
の
密
の
動
き
大
切
。

・

○
作
品
の
中
の
間
大
切
。

・ 

↓

の
方
向
大
切
。
行
間
を
し
め
る
仕
事

を
す
る
。

◆
２
月
課
題
予
告

　う
ち
な
び
き
春
さ
り
来
れ
ば
ひ
さ
ぎ
生お

ふ
る

　片
山
か
げ
に
鴬
ぞ
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　

今
朝
み見

れ
ば八

山や
万

も
霞可

す

み
て
久
方
の

あ
ま
の能

原
よ
り利

春
は盤

来
に尓

け介

り

　
　
　
　「
は
じ
め
に
」

　ま
た
新
し
い
年
が
巡
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
も
会
長
先
生
か
ら
の
ご
依
頼
に
よ
り
、

ご
一
緒
に
香
紙
切
を
元
に
し
た
作
品
作
り
を

学
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。



は が き 課 題 奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

締切り　1 月25 日（必着）

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　作
品
の
出
し
方

■
　

 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　

 

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　

 （
黒
色
に
限
る
）

■
　両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  8  −

昨
年
は
念
願
の
資
格
試
験
に
合
格
し
、

大
変
な
が
ら
充
実
感
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

い
つ
も
応
援
し
て
下
さ
る
先
生
は
じ
め

家
族
の
お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
さ
ら
に
気
を
引
き
締
め
て
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導
下
さ
い
。

※
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用



一
般

部
毛

筆
漢

字
課

題
締

切
り
　

1
月

2
5

日
（

必
着

）

〔
読

み
〕
青 せ
い
よ
う

陽
初 し
ょ
せ
い

正
に
兆 き
ざす
。
　
※
青
陽
＝
初
春
の
こ
と
。

〔
大

意
〕

春
の

初
め

の
よ

い
き

ざ
し

。

奥
おく

  村
むら

  暢
のぶ

  之
ゆき

  臨

須
す

  田
だ

  一
いち

  葉
よう

  書 新入から１級まで（楷書）

準初段から師範まで

〔
出

典
〕

孔
子

廟
堂

碑
（

６
２

６
～

６
３

３
）　

〔
筆

者
〕

虞
世

南
（

５
５

８
～

６
３

８
）

〔
読

み
〕（

漢 か
ん

）
図
と

は
方 ま

さに
遠

き
も

、
纔 わ

ずか
に

下
か

（
冊 さ

くを
）

聞
く

の
み

。

−  9  −

　

 

　
図

　　　

  方

　　　　　
遠

　　　　

 纔
　　　　　
聞

　　　

 下



一
般

部
毛

筆
か

な
課

題
締

切
り
　

1
月

2
5

日
（

必
着

）

〔
出

典
〕

服 は
っ

と
り

ら
ん

せ
つ

部
嵐

雪

〔
句

意
〕

  
「

晴
れ

て
」

は
空

の
晴

れ
る

の
と

、
な

ん
の

心
配

も
な

く
の

両
意

に
か

け
た

も
の

。
い

つ
も

人
影

を
お

そ
れ

る
雀

ら
も

元
日

だ
け

は
お

お
っ

ぴ
ら

に
嬉

々

と
た

わ
む

れ
て

い
る

。

 元
くわんしつ

日や晴
は

れてす
春

ゞめの
能

ものがたり

浅
あさ

  井
い

  機
き

  山
ざん

  先  生  書

　　

新入から１級まで

準初段から師範まで

〔
出

典
〕

斎 さ
い

と
う

も
き

ち

藤
茂

吉

〔
歌

意
〕

  あ
あ

い
ま

こ
そ

新
し

い
年

が
明

け
よ

う
と

し
て

、
東

方
の
遙

か
な

海
の

沖

に
茜

の
色

が
か

が
よ

い
は

じ
め

て
い

る
。

いましい
意

ま
万

としの来
き

たるとひむが
可

しの

　　　　
八

や

百
ほ

うづ潮
志本

に
尓

あか
可

ね
年

か
可

がゝよふ

■両課題とも文字の変換、ちらし方は自由です。

−  10  −



一 般 部 毛 筆 細 字 課 題

樋
とい

　田
だ

　玲
れい

　華
か

　書

一般部毛筆条幅課題

締
切
り

　一
月
二
十
五
日
（
必
着
）

　
　半

　切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

荻お
ぎ

　田た

　蒼そ
う

　仙せ
ん

　書

半紙（３３４mm ×２４０mm）

−  11  −

〔 

条
幅
解
説
〕
能
力
も
考
え
方
も
異
な
る
人
間
社
会
と
同

じ
よ
う
に
、
異
質
の
七
文
字
を
調
和
よ
く
収
め
る
の
が

作
品
。
難
か
し
い
。
古
典
に
忠
実
は
大
事
で
す
が
、
そ

れ
を
現
代
的
に
ど
う
生
か
す
か
を
、
時
に
は
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
古
典
の
形
を
そ
の
ま
ま
借
り
て
満
足
し
な

い
よ
う
に
。
念
頭
に
当
た
り
生
意
気
な
こ
と
を
申
し
ま

し
た
。

　
　ご・

相
談
申
し
て
お
り
ま
し
た
就・

職
の
件

　
　昨

日
採・

用
決
定
の
通
知
が
届
き
ま
し
た

　
　こ・

れ
も
偏
に
先
生
の
ア・

ド
バ
イ
ス
の

　
　お

か
げ
と
心・

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

ご
自
分
の
氏
名
） 

 

　・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■   

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　

 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
老
い
た
鶴
の
一

声
が
夜
空
を
裂
き
、
山
の

上
に
は
月
が
高
く
か
か
っ

て
い
る
。

初
出
品
の
方
へ

　

 

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

老
ろ
う
か
く
い
っ
せ
い
さ
ん
げ
つ
た
か
し

鶴

一

聲

山

月

高

　

　丙
申
新
春

　○
○
書



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　1 月 25 日（必着）

よ

　
　う

　
　年

小

　一

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　三み

　宅や
け

　容よ
う

　玉
ぎ
ょ
く

　書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  12  −−  13  −

１

１

１

１

１

２

１

１

１

５

２

４

３

２

３

３

４

６
２

３

あ
し

５

２ ３

４

２

い



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　1 月 25 日（必着）

小

　三

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

小

　二

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

−  12  −−  13  −

こ
え

こ
こ
ろ

し
あ
わ

と
し

あ
か

あ

た
け



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　1 月 25 日（必着）

小

　五

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　小

五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

　

解

　説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

四
年
以
上

　岡お
か

　嶋じ
ま

　桂け
い

　川せ
ん

　書

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小

　四

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

−  14  −−  15  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

ゆ
め

む（
か
う
）

こ
こ
ろ
ざ
し

た
か（
い
）

ソ
ウ

も（
つ
）

シ
ュ
ン

ひ
か
り

ヒ
ャ
ク

ニ
ン

イ
ッ

お
ぼ

シ
ュ



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　1 月 25 日（必着）

中

　一

　年

　
　
　（
楷
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解

　説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小

　六

　年  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

中  

二  

・ 

三  

年

　
　（
行
書
）

−  14  −−  15  −

バ
ン

ひ（
え
る
）

ふ（
り
）

つ（
も
る
）

ギ
ン

い
ろ

ゆ
き



−  17  −

▼小三年以下の課題　　花
はな

　村
むら

　翠
すい

　仙
せん

　書

◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

▼小四年以上の課題　　山
やま

　門
かど

　緑
りょく

　城
じょう

　書

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

しめきり　1 月25 日（必着）

　
　
　
　◇

作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、  

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。（
黒
色
に
限
る
）

一
、    

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、  

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  16  −

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

ひ

は
つ

お
と

も
う
で

か
え

ね

か え

す
み

と
も

だ
ちつ

と

い

た



　　　　　　　　　　　　　　　　　　しめきり　1 月25日（必着）

−  17  − −  16  −

教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

注
…
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
は
月
例
競
書
と
兼
ね
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　両
方
に
出
品
さ
れ
る
方
は
、
二
枚
お
送
り
下
さ
い
。

玉
たま

 樹
き

 小
しょう

 華
か

 書玉
たま

 樹
き

 小
しょう

 華
か

 書玉
たま

 樹
き

 小
しょう

 華
か

 書

◆  1 月締切りの課題は、「全国書道コンクール」に合わせて、半切４分の１

（68cm × 17.5cm）に書くか、いつものように半紙に書いてもよろしい。

よ　う　年小　一　年小　二　年



　　　　　　　　　　　　　　　　　　しめきり　1 月25日（必着）

−  18  −−  19  −

教育部毛筆課題

水
みず

 野
の

 香
こう

 竹
ちく

 書水
みず

 野
の

 香
こう

 竹
ちく

 書水
みず

 野
の

 香
こう

 竹
ちく

 書

注
…
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
は
月
例
競
書
と
兼
ね
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　両
方
に
出
品
さ
れ
る
方
は
、
二
枚
お
送
り
下
さ
い
。

小　三　年小　四　年小　五　年

◆  1 月締切りの課題は、「全国書道コンクール」に合わせて、半切４分の１

（68cm × 17.5cm）に書くか、いつものように半紙に書いてもよろしい。



−  18  −

　　　　　　　　　　　　　　　　　　しめきり　1 月25 日（必着）

−  19  −

教育部毛筆課題

中 心

奥
おく

 村
むら

 暢
のぶ

 之
ゆき

 書奥
おく

 村
むら

 暢
のぶ

 之
ゆき

 書奥
おく

 村
むら

 暢
のぶ

 之
ゆき

 書

注
…
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
は
月
例
競
書
と
兼
ね
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　両
方
に
出
品
さ
れ
る
方
は
、
二
枚
お
送
り
下
さ
い
。

小　六　年中　一　年中二・三年

◆  1 月締切りの課題は、「全国書道コンクール」に合わせて、半切４分の１

（68cm × 17.5cm）に書くか、いつものように半紙に書いてもよろしい。


